
 
 

 

地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議 令

和
四
年
五
月
二
十
四
日 

参

議

院

環

境

委

員

会 

政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講
ず
べ
き
で
あ
る
。 

 

一
、
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
の
量
の
削
減
等
の
た
め
の
施
策
を
策
定
及
び
実
施
す
る
た
め
の
費
用
へ
の

財
政
措
置
に
当
た
っ
て
は
、
地
方
公
共
団
体
ご
と
の
地
理
的
条
件
や
気
象
条
件
等
の
特
性
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
支
援
を
行

う
よ
う
に
努
め
る
こ
と
。
ま
た
、
地
方
環
境
事
務
所
の
体
制
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
専
門
的
な
人
材
が
不
足
し
て
い
る

地
方
公
共
団
体
へ
の
支
援
を
強
化
す
る
こ
と
。 

 

二
、
株
式
会
社
脱
炭
素
化
支
援
機
構
が
我
が
国
に
お
け
る
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た
公
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
に

鑑
み
、
外
国
資
本
の
株
式
保
有
の
比
率
が
高
い
も
の
と
な
ら
な
い
よ
う
、
政
府
は
責
任
を
持
っ
て
監
督
す
る
こ
と
。 

 



三
、
株
式
会
社
脱
炭
素
化
支
援
機
構
が
、
脱
炭
素
化
に
資
す
る
事
業
へ
の
投
資
需
要
に
適
切
か
つ
柔
軟
に
応
じ
ら
れ
る
よ
う
、

株
式
会
社
脱
炭
素
化
支
援
機
構
の
事
業
資
金
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
所
要
額
の
確
保
に
努
め
る
こ
と
。 

 

四
、
株
式
会
社
脱
炭
素
化
支
援
機
構
の
役
員
等
の
選
任
に
当
た
っ
て
は
、
適
材
適
所
を
徹
底
し
、
公
務
員
の
新
た
な
天
下
り
の

手
段
と
の
疑
念
を
持
た
れ
な
い
よ
う
、
そ
の
運
用
に
万
全
を
期
す
と
と
も
に
、
株
式
会
社
脱
炭
素
化
支
援
機
構
が
投
資
対
象

に
関
す
る
専
門
的
知
見
を
備
え
た
も
の
と
な
る
よ
う
、
投
資
に
関
す
る
豊
富
な
経
験
や
知
見
等
を
有
す
る
人
材
を
確
保
す
る

こ
と
、
ま
た
、
人
材
の
育
成
に
当
た
っ
て
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。 

 

五
、
株
式
会
社
脱
炭
素
化
支
援
機
構
に
設
置
さ
れ
る
脱
炭
素
化
委
員
会
は
、
支
援
対
象
事
業
者
及
び
支
援
の
内
容
の
決
定
等
の

株
式
会
社
脱
炭
素
化
支
援
機
構
の
業
務
に
関
す
る
重
要
な
意
思
決
定
を
行
う
こ
と
に
鑑
み
、
同
委
員
会
の
運
営
等
に
お
い
て
、

公
正
性
・
中
立
性
・
透
明
性
の
確
保
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
政
府
は
責
任
を
持
っ
て
監
督
す
る
こ
と
。 

 

六
、
事
業
年
度
ご
と
の
業
務
実
績
評
価
の
公
表
に
加
え
て
、
株
式
会
社
脱
炭
素
化
支
援
機
構
に
対
し
、
出
融
資
決
定
時
に
お
け



る
適
切
な
情
報
開
示
や
、
実
行
後
に
お
け
る
当
該
出
融
資
の
適
切
な
評
価
、
情
報
開
示
を
継
続
的
に
行
う
こ
と
を
求
め
る
こ

と
を
通
し
て
国
民
に
対
す
る
説
明
責
任
を
果
た
す
よ
う
に
努
め
る
こ
と
。 

 

七
、
株
式
会
社
脱
炭
素
化
支
援
機
構
に
よ
る
資
金
供
給
が
、
民
間
資
金
の
呼
び
水
の
役
割
を
果
た
し
つ
つ
民
業
補
完
に
徹
す
る

も
の
と
な
る
よ
う
、
脱
炭
素
化
に
資
す
る
事
業
に
係
る
資
金
の
需
要
、
資
金
供
給
の
状
況
等
の
把
握
を
的
確
に
行
う
よ
う
に

努
め
る
と
と
も
に
、
一
部
の
官
民
フ
ァ
ン
ド
が
多
額
の
累
積
損
失
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
株
式
会
社
脱
炭
素
化

支
援
機
構
に
よ
る
出
融
資
に
お
い
て
は
、
全
体
と
し
て
長
期
収
益
性
を
確
保
し
、
脱
炭
素
化
に
有
益
な
出
資
案
件
を
見
出
し

て
い
く
規
律
あ
る
運
営
が
さ
れ
る
よ
う
、
政
府
は
責
任
を
持
っ
て
監
督
す
る
こ
と
。
ま
た
、
廃
棄
物
関
連
施
設
へ
の
支
援
に

つ
い
て
は
、
燃
焼
中
心
で
な
く
リ
サ
イ
ク
ル
が
進
め
ら
れ
、
過
度
に
地
方
公
共
団
体
の
負
担
増
に
な
ら
な
い
よ
う
監
督
し
、

森
林
関
連
事
業
の
支
援
に
当
た
っ
て
は
、
主
伐
を
伴
う
場
合
、
再
造
林
の
計
画
に
つ
い
て
確
認
す
る
こ
と
。 

 

八
、
株
式
会
社
脱
炭
素
化
支
援
機
構
の
支
援
対
象
事
業
の
選
定
が
国
産
技
術
の
活
用
促
進
等
も
視
野
に
入
れ
て
戦
略
的
に
行
わ

れ
る
よ
う
に
努
め
る
と
と
も
に
、
営
農
型
太
陽
光
発
電
な
ど
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
拡
大
の
切
り
札
と
な
る
事
業
の



形
成
が
戦
略
的
に
進
む
よ
う
、
地
域
の
理
解
を
促
進
す
る
た
め
の
助
言
な
ど
ソ
フ
ト
面
の
支
援
の
充
実
強
化
に
努
め
る
こ
と
。

ま
た
、
脱
炭
素
の
国
際
的
な
動
向
を
把
握
し
、
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
。 

 

九
、
支
援
対
象
事
業
の
選
定
に
お
い
て
、
収
益
性
や
政
策
性
の
み
な
ら
ず
、
地
域
の
環
境
へ
の
配
慮
と
い
う
視
点
も
重
視
し
、

支
援
対
象
事
業
が
原
因
の
ト
ラ
ブ
ル
を
発
生
さ
せ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
株
式
会
社
脱
炭
素
化
支
援
機
構
に
対
し
、
地
域
と

の
共
生
を
確
保
す
る
こ
と
を
求
め
る
こ
と
。
ま
た
、
全
国
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
等
の
地
域
に
お
け
る
導
入
に
当
た
っ

て
の
課
題
を
十
分
に
把
握
す
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
地
域
の
金
融
機
関
と
積
極
的
に
情
報
交
換
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
に
お

け
る
雇
用
の
確
保
な
ど
公
正
な
移
行
に
配
慮
す
る
こ
と
。 

 

十
、
株
式
会
社
日
本
政
策
投
資
銀
行
の
グ
リ
ー
ン
投
資
促
進
フ
ァ
ン
ド
等
が
既
に
脱
炭
素
分
野
へ
の
既
存
の
資
金
供
給
を
行
っ

て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
株
式
会
社
脱
炭
素
化
支
援
機
構
と
の
相
乗
効
果
を
発
揮
す
る
連
携
が
実
現
す
る
よ
う
に
努
め
る
こ
と
。 

 

十
一
、
附
則
第
四
条
に
定
め
る
施
行
後
十
年
の
見
直
し
時
期
以
前
で
あ
っ
て
も
、
必
要
に
応
じ
て
本
法
の
施
行
状
況
に
つ
い
て



検
討
を
行
う
と
と
も
に
、
検
討
の
結
果
を
踏
ま
え
、
適
宜
適
切
に
見
直
し
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。 

 

十
二
、
地
域
金
融
も
含
め
、
今
後
と
も
Ｅ
Ｓ
Ｇ
金
融
の
普
及
拡
大
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。
ま
た
、
企
業

に
よ
る
気
候
変
動
関
連
情
報
の
開
示
の
充
実
・
促
進
に
向
け
、
関
係
省
庁
が
連
携
の
上
、
引
き
続
き
検
討
を
進
め
て
い
く
こ

と
。 

 

十
三
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
吸
収
源
と
し
て
の
役
割
に
加
え
て
、
水
質
改
善
、
生
態
系
保
全
等
の
相
乗
効
果
も
期
待
で
き
る
ブ
ル
ー

カ
ー
ボ
ン
の
活
用
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
検
討
を
進
め
て
い
く
こ
と
。 

 

十
四
、
地
球
温
暖
化
対
策
に
関
す
る
環
境
教
育
の
推
進
に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。 

  
 

右
決
議
す
る
。 


